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＊いとう　せつこ　東洋大学
1 ．はじめに
　小学校における外国語活動は2011年度から必修
化され、高学年の 5 、 6 年生でおよそ週 1 時間、
年間35時間の指導が実施されている。文部科学省
の学習指導要領、第 4 章外国語活動に示されてい
る内容には「（ 1 ）外国語を用いて積極的にコミュ
ニケーションを図る楽しさを体験すること。（ 2 ）
積極的に外国語を聞いたり、話したりすること。
（ 3 ）言語を用いてコミュニケーションを図るこ
との大切さを知ること。」と記され、多くの外国
語に触れる活動を中心としていることがわかる。
ここでの外国語とは英語であり、学習指導要領の
内容の取り扱いにおいても「外国語活動において
は、英語を取り扱うことを原則とすること。」と
明記されている。また文部科学省が発表した「グ
ローバル化に対応した英語教育改革実施計画」に
おいては、小学校高学年では「読むことや書くこ
とも含めた初歩的な英語の運用能力を養う」、小
学校中学年では「英語を用いてコミュニケーショ
ンを図る楽しさを体験することで、コミュニケー
ション能力の素地を養う」とあり、その先にある
中学校では「授業は英語で行うことを基本とし、
内容に踏み込んだ言語活動を重視」と示されてい
るように、英語については読み書きだけではなく、
やり取りを重視し、英語よる授業が実践できるよ
うになることが目標とされている。そのような中、
小学校における外国語活動ではなるべく児童に多
くの英語に触れさせる活動が実施されており、学
級担任は出来る限り英語を使用する、ALTや
JTEを活用して英語に触れる機会を増やす等の試
みがなされている。外国語活動に関わる多くの小
学校教員が指導法や指導内容だけではなく、英語
力そのものの向上のために英語指導の研修等を受
けているが、外国語活動の授業を受ける児童側は
教師が扱う英語の量についてどのように感じてい
るのか、英語は多いほうが楽しいのか、あるいは
少ないほうが分かりやすいのか、ということにつ
いて、教師が英語は多いほうがたくさん体験でき
てよいと考えることと同じように児童が考えてい
るのかは不明である。
　ここで、英語の授業は英語でおこなうとして授
業を実践している高等学校での事情を見てみる。
高等学校の英語は現在の学習指導要領においても
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　小学校外国語活動指導の際には、指導者である小学校学級担任は児童に英語を聞いたり
体験したりする機会を増やすために英語を多く使用することが推奨されている。そのため
外国語活動において学級担任が指示英語も含めて簡単なものではあっても英語のみで実施
する授業もあり、そのようなケースでは指導者が英語を使用するということに対しての称
賛やその努力への評価が先行し、英語のみの授業による児童の不安に関しては明確にされ
ていない。本論の調査対象校では通常、学級担任とＡＬＴとのティームティーチングで授
業を実施しており、学級担任は日本語を多く使用し、ＡＬＴは英語中心で指導を行ってい
る。そこで英語での授業が可能な学級担任に、英語のみの外国語活動を実施してもらい、
その外国語活動を受けた小学校 5 ， 6 年生に対しアンケート調査を実施し、その結果から
英語のみの授業によるその効果について検証と考察を行う。
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学級担任の教師が英語を多く使用し、「やりきっ
た」と満足そうに授業を振り返っていても、児童
が英語の内容と量についていけずに戸惑っている
光景を目にすることがある。「今日もなんだかわ
かんなかったねー」という言葉は、そのような公
開授業で児童が実際につぶやいたものである。小
学校学習指導要領には「（ 2 ）積極的に外国語を
聞いたり、話したりすること。」とあり、たくさ
ん英語を聞かせたほうが良い、だから担任も英語
を使わなければならない、という思い込みが教員
に無いとは言い切れない。しかしそれは教員が考
えることであり、児童側の考えと同じであるのか
は調査が必要である。教員側の思い込みだけでは
なく、児童にとって指導の際に適切な英語量とい
うものがあるのか、あるいは児童は英語量の違い
で楽しみ方や活動への参加意欲に差が出るのかに
ついて本論で検討する。
2 ．方法
2． 1　目的
　本論では、小学校外国語活動の際、教師が用い
る英語が多くなると児童が活動に難しさを感じ理
解に差が生じるのかという点について調査を行
い、児童がより外国語活動を楽しむための教師の
指導の際の英語使用量についての考察を行う。ま
ず、指導者についてであるが、小学校外国語活動
では指導者は学級担任とは限らず、ALTと呼ば
れる外国語指導助手、JTEと呼ばれる日本人英語
教員もおり、それぞれ、あるいはティームティー
チングのように組み合わせての指導がおこなわれ
ているところが多い。①や②のように、学級担任
と英語の音声を主に担当する補助指導員をつけ
る、あるいは①の関係を補助するために③の関係
におけるJTEはコーディネーターとしての役割を
持つこともある。
図 1　指導者の組み合わせ例
「適切な言語活動を英語で行う」、「次のような言
語活動を英語で行う」と表記されているように、
英語の授業は英語でおこなう、ということが基本
となっている。浅見・山口（2015）は比較的英語
力が高く、英語授業の大半を英語で 1 年間受けて
きた高校 2 年生の英語による授業についての意識
調査を行った。その結果として、「文法等の説明
は日本語を使って説明してもらいたい」、「英語に
よる授業は、日本語で行う授業よりもややわかり
づらい」、「英語による授業を受けることで、教科
書内容が理解できる」という回答が得られ、その
中でも英語の下位集団の分析結果からの示唆か
ら、まずは「英語による授業内容がわかりやすい」
といった意識をもたせる工夫が有効であると述べ
ている。また、McDowell（2009）は英語熟達レ
ベルが低い高校 1 年生に対し、Oral Communica-
tionのクラスにおいて、対象学生を 3 つの実験群
（treatment）、 2 つのレベルに分け（全12クラス、
上位レベル、下位レベルそれぞれ 6 つのクラスを、
3 つの実験群へと各 2 クラスずつの調査）、タス
ク活動を中心としたテストを実施した。その結
果、「89.7％の生徒は何らかの形での日本語のサ
ポートがあるほうを好んでいる」（p.7）、「熟達レ
ベルが低い学習者には、説明は母語によるサポー
トを検討することがよい」、「母語は彼ら生徒とと
もに教室内にあり、言語学習のための有益なリ
ソースとなる」（p.7）と述べており、英語の基礎
知識がすでにあり、英語による授業を基本として
いる高校生においても日本語のサポートについて
の有効性を示している。また「Weschler（1997）
が指摘しているが、日本において英語のみによる
Communicative methodsについての混乱がある
ため、それが英語のみを用いた指導法の誤用に
なっているのではないか」（p.7）、とも述べている。
Weschlerが指摘する日本人の誤解とは、Commu-
nicative methodsは英語の授業を英語のみでする
と考えていることである、としている。小学校の
授業を取り上げている中、なぜ高校生を取り上げ
たのか、それは現在の学習指導要領の下では英語
による授業を実施することになっているため、小
学校でも英語に使用を多くすることを学級担任推
奨していることから、指導者としての視点、学習
者としての視点が参考となると考えたからであ
る。
　研究発表での外国語活動の授業では、担当する
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　本研究における対象授業では、 5 年、 6 年とも
に学級担任は45分の授業の外国語活動においてほ
ぼすべて英語を使用した。調査協力校の 5 年生、
6 年生のクラス数はそれぞれ 3 クラスずつあり、
他クラスにおいても学級担任が英語のみでの外国
語活動の実施を試みたが、担任の英語力との関連
で実施が難しいクラスもあったため、英語のみで
授業を実施できた 5 年生、 6 年生の 1 クラスずつ
を今回の調査対象とした。 5 年生の活動ではカー
ドを用いて欲しいものが同じ仲間を集めるゲーム
を行い、 6 年生の活動では、扱うターゲット英文
（wantを含んだ英文）を自由に組み立て、自分の
考えを伝え、相手に質問するインタビューゲーム
をおこなった。調査協力校における普段の外国語
活動では、学級担任とALTのTeam Teachingの
形式をとっており、主たる教員は学級担任であり、
ALTは主に音声のサポートをしている。またこ
のような通常の外国語活動ではALTは英語を使
用し、学級担任は日本語を多く使用しており、説
明なども日本語を基本としている。学級担任が使
用する英語については、英文の紹介や簡単な指示
英語、またやり取りのデモンストレーション等に
おいては英語を用いており、それ以外の英語につ
いては学級担任の判断と、彼らの英語力により、
クラスルームイングリッシュの量を増やす、声が
けについて児童の理解が進んだ言葉や英文をより
多く用いる等の工夫がされている。これらの英語
については担当する学級担任の、プラスアルファ
の英語量となるため、学級ごとの差がある。学級
担任の英語使用量が多い、少ない、どちらの指導
体系であっても、児童が活動内容を理解して外国
語活動に参加することを大きな指導の柱として活
動を実践している。
　本研究の調査として、研究対象となった外国語
活動時間の終了後に児童へのアンケート調査を実
施した。アンケート書き込み時間は 5 分から10分
程度であり、記入が終わった児童から順に教室か
ら退出していった。アンケート調査は 5 項目あり、
外国語活動の難易度、理解度、感想についての設
問を用意した。本研究で取り上げない 2 項目も設
けてあるため、本論では調査対象の 3 項目につい
てのみを取り扱う。アンケート調査については以
下のように設定をした。
　設問 1 ．今日の外国語活動は難しかったです
か？　①から⑤の中から 1 つ○をつけてくださ
　①や②の場合に多い指導例では、学級担任は日
本語を用い児童の理解が十分に進むように学級の
様子を見ながら授業を進める。ALTまたはJTE
は担任の指示で動いたり（声を出したり）、児童
の様子を見ながら適宜音声補助を行い、日本語は
ほとんど使用しないことが多い。また自治体に
よってはALTやJTEが主たる指導者として指導
に当たり学級担任は補助的役割を担うこともあ
り、指導形態は様々である。本研究では、①や②
のケースにおいて、ALTやJTEではなく日本語
での理解を補助する学級担任の英語使用量が変化
すると児童の理解に変化があるのか、について調
査を実施した。今回の調査では、学級担任とJTE
（ただしJTEは日本人であるが、ALTとしての採
用）の組み合わせであり、学級担任は、普段日本
語を用いて外国語活動を進めている。そこで担任
もほとんど英語で進めると、児童の戸惑いや楽し
み等、普段とは違うことを感じるのかについて調
査をおこなった。
2 ． 2 　研究方法
　公立小学校高学年児童に、学級担任が多く英語
を使用した（原則として日本語を使用しない）授
業を行い、授業後にアンケート調査を実施した。
英語量が多いと児童が難しさを感じるか（選択
式）、理解している内容はどれくらいあるのか（選
択式）について質問項目を作成し、また記述式に
よる回答についてもデータ分析を行った。英語量
を多くした授業実施回数であるが、 5 年生は 1
回、 6 年生は 2 回実施した。（学校行事の関係で
2 回目のアンケート実施は12回目の授業で実施し
た。）
対象： 都内公立小学校　 5 年生 1 クラス（36
名）、 6 年生 1 クラス（35名）
調査実施時期：2014年 6 月～ 7 月
調査方法：授業実施後児童へのアンケート調査
調査での授業内容：
5 年　 1 学 期 9 回 目 の 授 業　“I want ～ .”, 
“You want ～ .”, “Do you want ～ ?” 
（基本編）
6 年　 1 学期10回目の授業　“I want ～ .”, “I 
don’t want ～ .”, “Do you want ～ ?” 
（応用編）
6 年　 1 学期12回目の授業　“I want to eat 
～ .”
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け持たないように、英語でやり取りをしている
内容の児童の理解を確認して補助をする。
⑤　ALTによるフォニックス指導を行う。（ 2 、
3 文字程度）この指導においても、ALTとの
練習、やり取りで児童の戸惑い等がある場合は
④と同様に、学級担任は適宜児童へ、日本語、
英語（何度もALTの言った英語を繰り返す等）
によるサポートを行う。
⑥　導入部では前回の復習、語彙や英文の復習
を学級担任が主たる指導者として実施する。
（ALTは英語音声の補助として学級担任のサ
ポートをする）語彙や英文の意味については、
児童に問いかけ児童からの発言として拾いなが
ら理解不足部分については学級担任の説明や活
動により理解の補助を行う。学級担任は数文の
指示英語を使用し、それ以外の指示は日本語を
用いて指導する。
⑦　展開部では、指導回のターゲット英文、単
語等について学級担任が説明をする。この説明
については、活動形式、クイズ形式、説明形式
等、学級担任の手法によりそれぞれのクラスで
実施する。前述の④や⑥と同様に、学級担任は
児童の理解について注意しながら、ターゲット
英文、語彙、指示英語等は英語を用い、理解促
進のために児童の様子を見ながら日本語を十分
に活用して活動を実施する。
⑧　まとめの活動は、時間がある場合は”Extra 
Time”という時間で簡単なクイズやALTへの質
問タイム等学級担任の指示で各クラスが活動を
実施する。
⑨　終わりのあいさつを学級担任の指示のも
と、ALTとあいさつをする。
　本研究の学級担任の英語使用量を増やす外国語
活動回（以降研究授業回と呼ぶ）においては、特
別な活動や新しい単元導入等は行わず、 5 年生 8
回目、 6 年生 9 回目の通常授業回終了後、その次
の指導回に当たる 5 年生 9 回目、 6 年生10回目、
12回目の指導内容を、指導案集の内容のまま用い、
学級担任が指導をする際の英文、指示語等につい
て日本語を使用せず英語を用いるように事前に打
ち合わせを行い、外国語活動を実施した。上記の
流れでその具体的な指導を見ていくと、まず①の
あいさつの声掛けについては、日本語では行わず、
英語で行った。今回の研究協力クラスでは一例と
して通常は 5 年生「はい、じゃぁ英語であいさつ
い。
①とても難しい②かなり難しい③ちょっと難し
い④ふつう⑤かんたん
設問 2 ．担任の先生が英語をたくさん使う外国
語活動の授業では、学習している内容がわかり
ましたか？　①から⑤で自分の気持ちに近いも
のに丸を付けてください。
①まったくわからなかった②少し（20％）③半
分くらい④だいたい（70％）⑤よくわかった
設問 5 ．今日の外国語活動（英語の授業）の感
想を書いて下さい。
　上記の設問 5 は児童へ「好きなことを、好きな
ように書いてよい」、という指示を担任の先生が
して書かせており、児童からでてきた言葉につい
ても分析をおこなった。
3 ．結果
3． 1　指導内容
　通常の授業においては『これがあれば指導が出
来る！小学校外国語活動指導案集』（伊藤、2013）
を高学年の全クラスで使用し、学級担任が主たる
指導者として外国語活動を実践している。資料 1
に 5 年生研究授業回にあたる指導案を掲載した。
学級担任は事前に該当する指導案を読み、年間計
画・単元計画も含めた指導内容を把握した上で児
童の指導に当たる。ALTは学級担任のサポート
として主に音声面の補助をしている。
　通常の授業では以下のような流れで外国語活動
を実施している。
①　学級担任が児童に対して外国語活動を始め
る旨の声掛けを行う。
②　ALTと児童が挨拶をする。
③　挨拶のあと、天気、行事、最近の出来事、
時事問題等、 5 分から10分程度のALTによる
児童への問いかけ、児童とのやり取りを行い、
児童の「聞く力」、「推察力」を伸ばす活動を実
施する。
④　③のALTと児童とのやり取りの間、学級
担任は児童の理解の状態を常に観察し、少し難
しい英語等、児童の戸惑いや内容の誤認、不安
感等がみられるときに適宜日本語による補足説
明や、日本語によるヒント、児童への声掛け、
クラス全体への説明を行う。児童が「英語で何
を言っているのかわからない」、「聞いてもどう
せわからない」という不安や戸惑いをできるだ
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導であった。通常授業では日本語と、学級担任の
英語力と児童の理解の度合いによって調整をする
指示英語等を混ぜ活動を実践している。以下に、
通常授業の学級担任と児童とのやり取りの一部を
記載する。
（ 6 年生、導入部の数字の復習）
HRT: さあ、数字、覚えてます？はい、1 、
なに？（指を 1 本出す）
Sts: One.
HRT: One. （担任はこの後、指を 1 本ず
つ増やしていき、児童の数を示す。）
Sts: Two, three, four, five, six, seven, 
eight, nine, ten.
HRT: そうだよね。はい、「11」。Any-
one, anyone.（手を挙げながら）Anyone?
　次に研究授業回における学級担任の指示の一例
を以下に記載する。
（ 6 年生、展開部）
HRT: Do you like bread? Bread, bread, 
do you like bread? Yes, yes, raise your 
hand. Do you like bread? Raise your 
hand…, raise your…Ok, A（児童名）.
児童Aが前に出てくる
HRT: I want to eat … ,yes, to the ev-
eryone （前に出てきた児童にパンの絵
カードを渡し、手はクラスのほうにむけ
彼らに向かって英文を言うように促す）
St4: I want to eat bread.
All: I want to eat bread.
HRT:… means “私は、パンが…”
All: “食べたい”
HRT: Yes! Yes, yes, yes, yes, yes.
HRT: Do you like curry and rice? Raise 
your hands, raise your hands, raise 
your hands.
　上記のように、研究授業回では学級担任の英語
の使用量が大きく増え、日本語使用が（学級担任
が判断した）わずかな部分に限られていることが
分かる。すべてのスクリプトを紹介することはで
きないが、 5 年生 1 回、 6 年生 2 回、計 3 回の研
究授業回全体において、このような日本語使用は
限定的なものに限られており、学級担任の外国語
活動実施の様子がわかる。この中で、学級担任の
英語は、単語、英文を繰り返し声に出し、児童に
何度も聞かせる、問いかける、ということを行い、
をしましょう」、 6 年生「時計見てね、みんな座っ
たかな、それでは…（Good morningと声を掛け
る）」と外国語活動が始まっているが、この研究
授 業 回 に お い て は 両 ク ラ ス と も、”O.K. Let’s 
start with greetings.”と声を掛け、挨拶が始まっ
ている。③の部分については、通常では多くの日
本語サポートがあるが、研究授業回ではその説明
も英語で行われた。 5 年生の研究授業回では③の
会話がALTと児童による”Do you have a swim-
ming lesson today?”、”Do you like swimming 
lessons?”、”Do you like P.E. lessons?”というやり
取りが続き、児童にとって難しい英語がほとんど
出てこなかったこともあり学級担任は児童と一緒
にうなずいたり首を横に振ったり等の児童と気持
ちを共有するような対応をしていた。以下は 5 年
生の③④の部分についてのスクリプトの一部であ
る。（Sts: students児童たち）
ALT: It’s hot!
Sts: 暑い―
ALT: Yes, it’s very hot.…so ….ah…ques-
tion. Do you have a swimming lesson 
today? Do you have a swimming lesson 
today? （黒板の日付をさす）
Sts: NO! 
ALT: Oh, how about…, do you have a 
swimming lesson tomorrow? （指による
数字の提示）
Stus. No. No, no!
ALT: No?...how about yesterday? （親指
を後に向けてさす）
Sts: Yes.
ALT: So, Monday.
Sts: Yes!
ALT: Monday, you have a swimming 
lesson.
　一方 6 年生は③④のあいさつ時にサッカーワー
ルドカップの話が取り上げられ、そのことについ
て英語で児童とやり取りを行った。内容が少し難
しいということもあるが、学級担任はキーワード
を繰り返す、ジェスチャーで補足するというよう
に、日本語を使用しないながらも児童の理解を促
すようにしていた。⑥の導入部、⑦の展開部につ
いては学級担任が主たる指導者として外国語活動
を進めていくため、通常の授業では日本語を用い
ているところを英語で説明をするという形での指
─ 16 ─
「東洋大学文学部紀要」第71集　教育学科編　XLIII（2017年度）16
3 ． 2 　‌学年ごとによる難易度・理解度の感じ方
について
　まず設問①の難易度の感じ方、設問②の理解度
の感じ方についての結果は以下のようになった。
　設問①の難易度に関しては、数値が低いと難し
いと感じる度合いが強く、逆に数値が高いと簡単
と感じる度合いが強い。また設問②についても数
値が低いと理解度が低く、数値が高いと内容が分
かると感じる度合いが強くなっている。この平均
値の結果から、学年での比較をすると 6 年生のほ
うが難易度の数値が低い、つまり難しいと感じて
いるが、理解度については大きな差が無いことが
分かる。そこで、それぞれのデータについての標
準偏差、統計的な検定を実施した。
　統計的検定について、まずＦ検定を行いこれら
の組み合わせは等分散ではなかったことから、分
散が等しくないｔ検定を用いて結果に差異がある
のかについて検定を実施した。これら統計処理の
結果から、難易度の 6 年生 1 回目と 5 年生の比較
においては結果の差異は有意であることが分かる
が、難易度における他の組み合わせと理解度につ
いては結果について有意な差は無い、ということ
になった。
　研究授業回の外国語活動における児童の感じる
難易度には一部差が検出されたが、理解度には有
意な差がなかった点について、これらの結果に影
響したと考えられるいくつかの要因を検討する。
第一の要因は、学級担任の英語についてである。
5 年生の外国語活動を担当した学級担任は学生の
ときに 2 年ほどアメリカの大学へ留学していたこ
とがある。発音も分かりやすく、会話もスムーズ
また合わせて可能な限り既習英文や指示英語で繰
り返し使用してきた児童が慣れている身近な英文
を多用し、児童の理解レベルが通常の外国語活動
と比較して著しく低下しないという声掛けをして
いた様子もうかがえる。実際に英語での授業を実
施した学級担任からはコメントとして以下のもの
が挙げられた。
・予想していたよりも、児童の反応が良かった。
・分かり易い英語使用を心がけた
・ジェスチャーを補助として使用した
・ ALTによる英語の言い換えのサポートが
あった
　 5 ， 6 年生の担任はどちらも、学級担任までが
外国語活動において全て英語を使用すると、もっ
と児童が分からないと感じる、あるいは大きな戸
惑いがあるのではないかと予想をしていた。しか
し各担任が英語で外国語活動を実践してみると、
児童が良く反応をし、また英語を聞こうとする姿
勢をしっかりと感じ取ることが出来た、というこ
とであった。どちらの学級担任も英語のみでの授
業であったため、普段の授業よりもさらに児童へ
の観察を強くし、不安に感じている様子が見て取
れた場合はもう一度同じ説明を英語でおこなった
り、ジェスチャーや絵カードの提示、別の言い方
にかえる、英語で話すテンポをさらに落とす、理
解をしている様子が見える児童とお手本としてや
り取りをする、通常よりも多く例を挙げる等、英
語での授業実践であっても、児童が理解していけ
るような授業内での臨機応変な調整をおこなって
いた。児童がどのように感じていたかの結果は以
下に詳細に示していく。
表 2　学年別の難易度・理解度
5 年生 6 年生① 6 年生②
設問①（難易度） 3.5 2.6 3.0 6 年生の方が、難易度が高い、より難しいと感じる
設問②（理解度） 3.3 3.0 3.1 6 年生の方が、理解度が低い、より分からないと感じる
表 3　研究授業回、学年ごとの標準偏差
設問①（難易度） 設問②（理解度）
5 年生 6 年生① 6 年生② 5 年生 6 年生① 6 年生②
標準偏差 1.047 1.121 0.986 0.960 0.833 1.027
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英文の組み合わせの理解、自分のことを相手に伝
えるための思考、実際の英文作成等、段階を追っ
て考える必要があり、そこを全て英語で指示され、
理解して活動に参加する、というこのプロセスに
難しさがあると思われる。内容そのものが高度で
あれば学習者である児童は難易度が高い、つまり
より難しいと感じるという授業内容のレベルも差
異も要因に挙げられると考える。
　次ページの図 6 のグラフは各選択肢の選択比率
を視覚的に表したものである。これらのグラフを
見ると、「難易度」 1 ，2 を選択し、難しいと感じ
ていた 6 年生児童の割合に対し、理解度は難易度
よりも高い傾向があることが分かる。 5 年生の難
しいと感じた 1 ，2 を選択した児童はそれぞれ、
5.6％、8.3％であったのに対し、 6 年生 1 回目は
17.1％、25.7％、 2 回目では12.9％、16.1％とあり、
6 年生の方が「難しい」と感じる児童はこの調査
では多いことが分かる。また活動内容によって児
童が感じる難易度が変化することも示されたた
に出来、ALTとの英語でのやり取りも問題は無
い。それに対し 6 年の学級担任は、旅行経験は多
くあっても留学経験等は無く、英語の発音が分か
り易いとは言い難い。しかし英単語等の知識が豊
富であり、授業前には話題になりそうな単語を毎
回の外国語活動の授業前に事前にチェックをして
臨まれている。またどちらの教員も英語で授業を
行い、発音の差異はあっても扱う英語量、語彙、
指示英語、声の大きさ等の顕著な差異は無く、各
学年で学習する内容に関する英語、そしてその学
年の児童に指示するための適切な表現を用いてい
た。このように英語の発音、説明等も学級担任が
主体の外国語活動なため、教員の個性が出ており
それが本調査の難易度の差の要因になった可能性
はある。次の要因であるが、外国語活動に 5 年生
より慣れているはずの 6 年生のほうが「難しい」、
「分からない」という結果となっており、その理
由として研究協力校では 6 年生の活動内容は 5 年
生の活動内容よりも高度であり、活動方法の説明、
6 ② 6 ①
平均 3.0322258 2.6
分散 1.298925 1.129412
観測数 31 35
仮説平均と 0
自由度 62
t 1.587193
P（T＜＝t）片 0.058778
t境界値片 1.669804
P（T＜＝t）両 0.117556
t境界値両 1.998972
6 ② 5 年
平均 2.6 3.472222
分散 1.129412 0.999206
観測数 35 36
仮説平均と 0
自由度 68
t −3.5601
P（T＜＝t）片 0.000341
t境界値片 1.667572
P（T＜＝t）両 0.000682
t境界値両 1.995469
6 ② 5 年
平均 3.032258 3.472222
分散 1.298925 0.999206
観測数 31 36
仮説平均と 0
自由度 60
t −1.667
P（T＜＝t）片 0.050363
t境界値片 1.670649
P（T＜＝t）両 0.100726
t境界値両 2.000298
表 ４　難易度についてのそれぞれの組み合わせの検定結果（分散が等しくないｔ検定）
6 ① 6 ②
平均 3.014286 3.2
分散 0.948319 0.717241
観測数 35 30
仮説平均と 0
自由度 63
t −0.82233
P（T＜＝t）片 0.206994
t境界値片 1.669402
P（T＜＝t）両 0.413989
t境界値両 1.998341
6 ② 5 年
平均 3.2 3.333333
分散 0.717241 1.085714
観測数 30 36
仮説平均と 0
自由度 64
t −0.57342
P（T＜＝t）片 0.284185
t境界値片 1.669013
P（T＜＝t）両 0.568369
t境界値両 1.99773
6 ② 5 年
平均 3.014286 3.333333
分散 0.948319 1.085714
観測数 35 36
仮説平均と 0
自由度 69
t −1.33338
P（T＜＝t）片 0.093396
t境界値片 1.667239
P（T＜＝t）両 0.186792
t境界値両 1.994945
表 ５　理解度についてのそれぞれの組み合わせの検定結果（分散が等しくないｔ検定）
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時々やると面白いと思います
　以下の表 5 はキーワードを検出した際の学年ご
と上位 5 項目について、表示したものである。ま
たテキスト分析については樋口氏のKH Coder2.x
テキストデータ分析ソフトを用いて、頻出度によ
る単語の抽出を行った。
表 ₇　‌テキストデータ分析（肯定・否定、どち
らも含む）　注‌使用ソフト：KH‌Coder2.x
順位
5 年生（36名） 6 年生（35名）
語 回数 語 回数
1 位 楽しい 19 英語 22
2 位 英語 15 分かる 16
3 位 難しい 13 難しい 14
4 位 分かる 8 楽しい 8
5 位 ゲーム/先生 6 言う 8
図 ₈　回答のキーワード
　この表の結果から、 5 ， 6 年のどちらの学年で
も「楽しい」、「分かる」、「難しい」、「英語」が
キーワードとして使用されていることが分かる。
「英語」についてはアンケート対象授業が小学校
の外国語活動であり、英語に触れ英語を使うこと
が目的の授業という性質から、この言葉が児童の
め、英語のみでの授業は、どのような活動内容の
時に実施するとよいのか、また苦手な児童に対し
てのフォローをどのようにするのか検討する必要
があると考える。
3 ． 2 　キーワードの検出
　設問⑤では、感想を自由記述で児童に記述して
もらった。下にそのいくつかの例を挙げる。これ
らは児童が記述したうちの数例ではあるが、多く
の児童は学級担任が英語のみを使った場合の感想
を述べていた。英語だけの方が良いという児童も
いる中、難しい、分からない、と記述した児童も
おり、そのような中でも手ごたえや新しいチャレ
ンジというような、児童の中で英語学習への意欲
というものが見て取れた記述もあった。また英語
のみの授業であったということから、難しい、分
かった等の理解に関する言葉が多く記述されてい
たため、この設問の回答についてテキストデータ
分析を行い、児童が良く用いたキーワードの検出
を試みた。またそのプロセスの中で、学年によっ
てキーワードの使用量が異なることもわかりその
点についても分析を行った。
5 年生　○　 今日は先生がずっと英語しか言わな
かったので、ちょっと難しかった 
　　　　○　 全部の言葉は分からなかったけど、
ちょっとは分かったのでよかったで
す
　　　　○　 いつもよりむずかしかったけど楽し
かった 
6 年生　○　 ほとんど言っていることが分からな
かった 
　　　　○　 日本語のない授業のほうが勉強にな
るのでよかったです 
　　　　○　 難しかったけど楽しかったです。
図 ₆　各学年、各実施回の理解度・難易度の選択肢別回答結果
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年生）
・ 英語でしゃべっているから分かりづらい（ 6
年生）
４ ．考察・結論
　本研究で実施した学級担任の使用する英語量が
多い外国語活動の結果から、今後外国語活動の指
導時間数が増えていく際に、指導者の扱う英語の
量も増やし、児童には多くの英語を聞かせるほう
が良い、と単純に決められるということではない
ことが示唆された。特に「分からない」と回答し
た児童は「分からないけれども分かりたい」、「分
からないことが不安」ということも考えられるた
め、英語量の検討だけではなく、これまでの指導
方法や積み重ね、扱ってきた内容、単元の容易さ、
日本語の説明、英語での説明の方法等、不安を取
り除く、あるいは理解を促すためには何が必要な
のかの検討が必要だろう。特に公教育の場合、学
習が進んだ児童を中心に外国語活動を進めるので
はなく、理解度に関して「①まったくわからなかっ
た」、「②少し（20％くらい）」を選択した児童に
対しても学習を支えていかなければならない。ま
た、「③半分くらい」を選択した児童も 3 割～ 5
割弱程度各回におり、 3 回の実施回全てにおいて
理解が半分未満の児童は 6 割近くいることにな
る。今回授業を担当した 2 人の学級担任は英語力
だけではなく、学級運営、他教科等の指導に関し
ても非常に優れており、児童からの信頼も厚く優
秀な教員である。しかし教員すべてが彼らのよう
な教員ということではない。児童のペースを考え、
使用言語材料を充分厳選し、英語で指導を実践し
た優秀な教員であっても 6 割程度の児童は半分未
満の理解である、ということが結果として示され
た。英語で授業を実施し、児童は半分理解してい
れば十分であるという捉え方もできるが、児童側
の気持ちとしてはどうなのだろうか。もっと英語
を勉強したいと考える児童だけではなく、逆に授
業の半分は不安感、イライラ感、やるせなさ感等
を抱いてしまう児童が出ることも考えられる。そ
れは結果として児童が英語学習を嫌悪する要因に
なることも可能性としてあり、指導者や教育研究
者の教育成果や積み重ね等の効果の視点だけでは
なく、学習者である児童の視点や児童の抱く気持
ちを慎重に検討する必要があるだろう。これらの
ことから学級担任も含めた小学校外国語活動にお
アンケート回答で多く使用されることは理解でき
る。そして「分かる」、「難しい」の 2 つのキー
ワードに関しては、英語で行う授業そのものに対
しての感想ということもあるが、今回の調査の設
問①、設問②でそれぞれ調査の際の理解度、難易
度というところで取り上げていることから児童が
それらの言葉に反応したのでは、ということも推
測される。また 5 年生、 6 年生の間で同じような
キーワードが検出されているのにもかかわらず、
それぞれの学年ではそれらのキーワードの検出回
数、つまり記述した回数が異なっているため、英
語学習の初期段階である外国語活動の実施期間や
時間の差異が児童の回答の違いと関わっている可
能性が考えられる。表 7 の上位 5 項目のうち、 5
年生、 6 年生に共通して上位に検出された「分か
る」、「難しい」、「楽しい」について詳しく見てい
くと、 5 年生では「楽しい」が上位に、「分かる」
が下位に来ているが、 6 年生では逆に「分かる」
が上位に「楽しい」が下位にあることが分かる。
また「難しい」というキーワードについては 5 年
生、 6 年生ともに検出数がおよそ同じ数だったこ
とを考えると、「楽しい」、「分かる」、これらの語
の児童の認識の違いがこの調査では明確に示され
ているのがわかる。これらキーワードの中には肯
定的な意味だけではなく、否定的な意味、例えば
「分かります」だけではなく「分からなかった」、「あ
まり分からない」等も同じ「分かる」の検出に含
むため、「分かる」が多い 6 年生の理解が進んで
いるということではない。児童が外国語活動の際
に理解をして学習をするということの「理解」、「分
かる」ということに対しての認識の違いがある、
ということがこの結果から推測される、というこ
とである。学級担任の指導方法や個々の児童の性
格、学級の人数や学級の個性等にもよるが、この
結果からみると、 6 年生のほうが「分かる」とい
うことに敏感になっている可能性があることもう
かがえる。そして英語が多いことへの不安も児童
の回答に記述されていた。ALTのみならず学級
担任も英語のみを使用した授業ではその実践に対
して不安を感想に記した児童もいた。以下の感想
（児童が書いたそのままを抜粋）を例として示す。
・ 一生英語だけの授業はやめていただきたい
（ 5 年生）
・ 英語ばかりだと私は頭が混乱しちゃうので、
日本語でも言ってくれるとうれしいです（ 6
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いての英語のみによる指導ということについて
は、指導者の英語力だけではなく、指導力という
点においてもさらなる検証が必要である。担任が
無理に英語を使用するのではなく、日本語による
理解を進めたのち、指導者の英語使用量の多い活
動や英語のみの活動を実践する、という指導がひ
とつの可能性としてこの事例では示唆された。可
能性として国による教科の指導として、指導内容
を学級担任が日本語で進め、児童の理解促すこと
を重視した活動が実施できるようなものとし、音
声や補助として外部人材を活用することで、人材
の有効活用、予算の有効利用が可能になるのでは
ないだろうか。外国語活動では学級担任が授業で
もすべて無理に英語を使用しなくともよく、外部
人材を常駐させなくても良い可能性がある。日本
には日本の教育に合った英語の指導システムが
あっても良いのではないのだろうか。また今回の
調査実験は 5 年生 1 回、 6 年生 2 回のみの実施で
あり、どの単元のどの時間の内容指導を選択する
のかによっては結果が大きく変化することも考え
られる。そして児童が通常の授業との差をどのよ
うに感じているのかについての調査も同時に実施
することが必要であり、今後は実施回数、単元選
択等の検討が必要であり、本調査とは逆のパター
ンである普段は英語を使用しているが、そこに日
本語の補助を導入した外国語活動では児童はどの
ように感じるのかというような調査も必要だと考
える。
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資料 1　 ５学年 1学期‌ ₉ 回目の授業指導案
活動内容　（T：Teacher（先生）、S: Student（児童）） 備考
挨拶
（ 2 ～ 3 分）
英語で児童たちと挨拶をする。 （担任、またはALT）
T: Good morning/afternoon, ○○.
S: Good morning/afternoon, △△.
T: How are you today?
S: Oh, I’m fi ne, thank you. And how are you?
T:  I’m just fi ne, too, thank you. Are you ready to start?
S: Yes, anytime! 　
T: OK. Here we go!　声をしっかりと出すように促す。
Everyoneの 代 わ り に、
everybody, class, stu-
dents等でもよい。
慣れてきたら挨拶は少し
ずつ変えていくこともで
きる。
Warm-up
（ 5 分）
フォニックス  フォニックス用のカードを用いて、単語の音と各
単語を確認していく。指導者の後にくり返し、声を出す。
毎回カードを少しずつ変
える。
導入
（10～15分）
言葉の確認（復習）
絵カード（『Hi, friends! 1 』pp.14-15）の言葉の確認をする。
T: 「繰り返してみましょう。」”Repeat after me.”
T: “a banana”　　S: “a banana”　　T: “bananas”　　S: “banan-
as”
食べ物言葉（外来語以外のものもあり）
「今度は食べ物を英語で何というかみてみましょう。」児童に知っ
ていることを発言させても良い。食べ物カードを見せて、児童
たちと確認し、繰り返していく。
T:”hamburger”　S:”hamburger”　以下、他の言葉も繰り返して
いく。
カード、またはDVD、パ
ソコン等を活用する。食
べ 物 カ ー ド は『Hi, 
friends!1』 pp. 38-39や、
DVDにある絵、その他等
で作成する。
展開①
（10～15分）
☆　I want ～ . 復習
T:「食べ物名を入れて、私は～が欲しいです。（I want ～）と言っ
てみましょう。」
T: “I want a hamburger.” S: “I want a hamburger.”
以下、他の言葉もI wantの後に入れ、繰り返していく。
☆　You want ～ .  復習
T:「今度は『あなたは～が欲しいです。（You want ～）』と言っ
てみましょう。」
T: “You want spaghetti.” S: “You want spaghetti.” 
以下、他の言葉もYou wantの後に入れ、繰り返していく。
☆　Do you want ～ ? 復習
T:「今度は相手の欲しい物を聞きます。」
児童たちから英文が出るようなら発表させ、出ないようなら指
導者が説明する。
T: “Do you want pizza?”  S: “Do you want pizza?” 
T: “Yes, I do.”           S: “Yes, I do.”
T: “No, I don’t.”         S: “No, I don’t.”
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展開②
（15～25分）
Do you want （a）～ ? のカードゲーム
Do you want （a）～ ? のフレーズを用い同じ欲しいものカード
を持っている仲間を探す。
①食べ物の絵が 1 つあるカードを全員に各 1 枚配る。そのカー
ドの絵を自分の欲しいものということにする。
②”Do you want （a）～ ?”と自分が欲しいもの（カードの絵）を
～に入れて、フレーズを言っていく。
③聞かれた人は、言われた食べ物が欲しければ（同じカードな
らば）”Yes, I do.”と答える。欲しくないとき（違うカード）は”No, 
I don’t.”と答える。
④欲しいものが同じ仲間を探す。（各カードの人数は黒板に書き
こんでおく。）
※まずお手本を見せてか
らゲームを開始するとよ
い。
Extra Extra time 英語の表現活動 
英語の歌やチャンツ、クイズ、ALTへの質問など、児童が英語
表現楽しむ時間。
終 
（ 1 ～ 2 分）
授業の終わりの挨拶。
T:　Good-bye, everyone! See you next time.
S:　See you!
挨拶をする。終わりの挨
拶は変更してもよい。
